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＜全体分析＞ 試験時間 60分 

解答形式 

マーク 20問(語句選択３問 正誤判定16問 年代整序１問) 記述20問 計40問 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

大問数４題、設問数40問は変化なし。正誤判定問題が２問増加した一方、記述式問題が２問減少した。

また、解答となる選択肢を２つ選ぶ問題は、昨年度同様、３問の出題がみられた。 

出題の特徴や昨年との変更点 

出題は、古代・中世史１題、テーマ通史（古代～近世）１題、近代１題、近現代１題である。大問Ⅲでは

例年通り未見史料を素材とする問題が出題されたが、複数の史料を用いた問題ではなかった。 

その他トピック 

  特になし。 

＜大問分析＞ 

番号 出題形式 出題分野･テーマ コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

Ⅰ 

語句選択 

正誤判定 

記述 

原始～中世の海外

交流がもたらした

知識 

問８は消去法を用いても正誤の判断はやや難しかっ

た。法学部で系図そのものが出題された例はないが、

系図を念頭に入れた学習が必要であった。 

やや易 

Ⅱ 

語句選択 

正誤判定 

記述 

「幕府」が持つ言

葉の用法と当該期

の政治 

問１の解答を記述することは容易であったが、「近衛」

が「官職」という表現にやや違和感がある。問３では

旧国名の位置を想起する必要があった。問 10は多く

の教科書に掲載されている用語ではあるが、正確に記

述できただろうか。 

やや易 

Ⅲ 

正誤判定 

年代整序 

記述 

井上馨の生きた時

代 

《史料》 

問３の三職は、総裁は解答から排除できても、議定と

参与の区別はできただろうか。問６のいは開拓使設置

の年代を知らなくとも、廃藩置県時に１使３府302県

となったことから誤答になると判断できる。 

やや易 

Ⅳ 
正誤判定 

記述 

20 世紀以降の国際

貿易体制の変遷 

問１は難。問２はヒントが少ないが、正答は導けただ

ろう。問３は記述式問題であることと、国連からでは

なく自由貿易から問われたためやや難しかった。問６

は難。問８はい・おの２択まで選択肢を絞りたいが、

「新東京国際空港」が開港された正確な時期を判断す

るのはやや難。 

難 

※難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断し

ています。 

＜学習対策＞ 

入試問題の難度を把握し、差がつきやすい正誤問題や法学部で定番となっている近代に関する未見史料問

題への対策を練るためにも、過去問研究を積極的に行いたい。それにより、日頃の学習においてどのような

ことを意識する必要があるのかを明確にすることができ、合格に必要な学力を確実に身につけることができ

る。また、大問Ⅳでは戦後史・時事的事柄の出題が多く、日頃から日本をとりまく国際問題などに関心を持

つようにしたい。 

 


